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EPIC-950ユーザーズガイド

型番： REV.6.00EPIC-950

USB接続

PICマイコン・dsPICマイコンライター

取扱説明書

お使いになる前にこの説明書をお読みの上正しくお使いください。

(C)2020 マイクロテクニカ

本 体

製品の概要

USB接続PICマイコン・dsPICライター(型番EPIC-950)は、US

Bバスパワーで動作するPICマイコンライターです。

本体の24ピンと40ピンのZIFソケットアダプタにてDIP形状のPIC

マイコンを装着して書き込みや読み込み、ベリファイ等ができます。

USBのバスパワーにて駆動できますので、別途電源などが必要な

く、USBケーブル1本をパソコンと接続するだけで動作します。

標準構成では、8ビットPICマイコンに対応しており5Vデバイス及

び3.3V動作デバイス両方に対応します。その他別売のアダプタを取

り付けるか、ICSP(インサーキットシリアルプログラミング）を用いれ

ば16ビットPICのPIC28シリーズや、dsPIC30シリーズ、dsPIC3

3シリーズにも対応できます。対応デバイスは500種類以上と豊富で

す。

DIP形状でない面実装タイプのデバイスにはICSPによって書き込

み、読み込みが可能です。

パッケージの内容

■同梱物

・EPIC-950本体

・USBケーブル

・CD-ROM

・マニュアル（本書）

ソフトウエアのインストール

パソコンにEPIC-950を接続する前に、ソフトウエアを

インストールしてください。

CD-ROMをパソコンのCD-ROMドライブにセットします。1

CD-ROM内の"SETUP.EXE"をダブルクリックしてインストーラ2

を起動します。"Next>"をクリックして続行します。

"Licence Agreement"のダイアログが表示されますので、ライ3

センス内容をご確認頂き、同意する場合には、"I accept the a

greement"にチェックを入れて、"Next>"をクリックします。

続いて製品を選択する表示が出ますので、必ず"USB"の所にチェ4

ックを入れて、"Next>"をクリックしてください。

※ここでの選択を間違えると正しく製品が使用できなくなります。

十分ご注意ください。

"Select Destination Location"のダイアログが表示されま5

すので、インストールディレクトリを指定します。デフォルトでは

"C:\Program Files (x86)\melabs Programmer" と

なっています。

通常は変更せず続行してください。

"Select Start Menu Folder"のダイアログが表示されたら、6

"Next>"ボタンを押して続行します。

"Select Additional Tasks"のダイアログが表示されます。7

デスクトップにアイコンを作成する場合には

"□Create a desktop icon"にチェックをいれます。

"Next>"を押して続行します。
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"Ready to Install"のダイアログを表示されたら、"Install"を8

クリックします。インストールが開始されます。

途中下図のようなメッセージが表示されたら、"インストール"をク

リックして続行します。

インストールが完了したら、"Finish"をクリックしてインストールを

終了します。

※最後に"Information"という画面が表示される場合がありますが

そのまま"Next"をクリックして進みます。

パソコンへの接続と認識

先の手順で、ソフトウエアをインストールするとドライバも自動的に

パソコン側にインストールされています。そのため接続するだけで使

用できます。

パソコンのUSBポートに付属のUSBケーブルを使用して、EPIC-1

950を接続します。EPIC-950のUSBポートとパソコンを接続し

てください。

※USBポートはパソコン本体のポートに接続してください。USB

ハブ経由での接続では正しく動作しない場合があります。

自動的にデバイスが認識されます。2

一時的にデバイスドライバーインストールの画面が表示されること

がありますが、そのまま待つと自動的にドライバーがインストール

されます。

PICマイコンの装着方法

EPIC-950本体には2つのZIFソケットアダプタが搭載されていま

す。このアダプタにPICマイコンを装着して書き込みを行います。書き

込むデバイスのピン数に応じて装着するソケットが異なりますので、

注意して装着します。

レバーは上に持ち上げると解放、下げると固定位置になります。

【重要！！】

EPIC-950本体のZIFソケットに装着できるPICマイコンはPIC1

0Fシリーズを除く8ピン～40ピンの8ビットPICデバイスです。

PIC10Fシリーズ、その他面実装タイプのデバイス、またPIC18Fシ

リーズのうちの一部のPIC18FxxJxxシリーズなど"Vddcore/Vca

pピン"のあるデバイスについては、ICSP方式での書き込みとなりま

す。

また、AvddピンのあるPIC18Fxx31シリーズの場合には、書き込

み時にAvddピンにも電源電圧を給電する必要があります。詳しくは

PIC18Fxx31シリーズへの書き込みについての項をお読みくださ

い。

16ビットタイプのPIC28シリーズ、dsPIC30F、33Fシリーズの

デバイスはICSPによる書き込みか、又はDIPタイプであれば当方で

販売中の別途アダプタ(型式：ECAD-DS)が必要です。

■8ピン～20ピンのPICマイコンに書き込む場合

・・・8～20ピンと書かれた左側のZIFソケットに装着します。

■28ピン～40ピンのPICマイコンに書き込む場合

・・・28～40ピンと書かれた右側のZIFソケットに装着します。

どちらのソケットも1ピン位置は常にレバー側です。

1ピン位置は常にレバー側

（デバイスの種類に関係なく）

40ピン側コネクタの場合

28ピン・40ピンのデバイスを

装着できますが、常に1ピン位

置をソケットのレバーの位置に

くるように装着します。

28ピン側コネクタの場合

8ピン・14ピン・18ピン・20ピ

ンのデバイスを装着できます

が、常に1ピン位置をソケットの

レバーの位置にくるように装着

します。
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書き込みソフトウエア(meProg)について

メニューバー

ツールバー デバイス選択プルダウン

コンフィグウインドウ・メモリウインドウ表示ボタン

プログラム書き込みボタン

→HEXファイルの書き込みを実行します。

ベリファイボタン

→書き込み後のファイルと書き込み前のファイルを照合して

正しく書き込みができたかを確認します。

プログラム読み込みボタン

→PICマイコンに現在書き込まれているプログラムを

読み込みます。

ブランクチェックボタン

→PICマイコンのコードメモリー（フラッシュ）が空かどうか

確認します。

イレースボタン

→コードメモリーの内容をイレース（消去）します。

コンフィグウインドウ表示ボタン

→コンフィギュレーションの設定ウインドウを表示します。

メモリーウインドウ表示ボタン

→フラッシュメモリーやRAM、EEPROM等のメモリー内容

を表示するウインドウを表示します。

書き込み方法 (PICマイコンの場合)

本項ではEPIC-950でPICマイコンにプログラムを書き込む方法

を説明しています。なお、デバイスの種類によって、コンフィギュレー

ションビットの設定が異なりますので、ご使用になるPICマイコンのデ

ータシートを必ずご参照ください。

コンフィギュレーションビットの設定について

コンフィギュレーションビットはPICマイコンの動作に関する基本

的な設定事項を、プログラム書き込み時に設定する項目です。

発振子の種類やウォッチドッグタイマーの有効/無効設定などを行

います。デバイスによって設定項目は変わりますし、ハードウエア環

境によって設定値が変わります。

コンフィギュレーションビットの設定には2通りの方法がありま

す。1つはコンパイラ等の開発言語のソースプログラム内にコンフィ

ギュレーションビットの設定値を記述してHEXファイルを生成する

方法です。この場合、生成されたHEXファイルにはコンフィギュレー

ションビットの設定値が反映するため、このHEXファイルをmePro

g（書き込みソフト）で読み込むと、自動的に項目が設定されます（下

の※をお読みください）。よって、書き込みの都度、手動で設定する

必要がありません。一般的な方法です。

もう1つの方法は書き込み実行の都度、EPIC-950のソフトウエ

ア上でコンフィギュレーションビットの設定を行う方法です。

ソースプログラム内に正しいコンフィギュレーションビットの設定情

報が存在しない場合HEXファイルを読み込んだ後、都度書き込み

の時にコンフィギュレーションビットを設定します。

コンフィギュレーションビットの設定は大切で、プログラムが正し

く、PICへの書き込みが成功していてもコンフィギュレーションビッ

トの設定が誤っているとプログラムが全く動作しない場合や、予期

しない動作をする場合があります。コンフィギュレーションビットの

設定については使用しているPICマイコンのデータシートを必ず参

照して正しい設定値でご使用ください。

※なおHEXファイルを書き込みソフトウエアで読み込んだ時に、自

動的にHEXファイルに含まれているコンフィギュレーションビット

の設定値をmeProgが読み込んで自動的にその内容を反映させる

かどうかの設定があります。この設定を有効にしておかないと、コ

ンフィギュレーションビットの設定値がHEXファイルを読み込んで

も自動的にコンフィギュレーションビットの設定値は設定されませ

んのでご注意ください。

■HEXファイルを読み込む度にコンフィギュレーションビットの設

定値を自動的に反映させる設定

File"にチェックが入っている場合には、HEXファイルを読み込む

度に自動的にコンフィギュレーションビットの設定値が書き込みソ

フトウエア側に反映されます。

チェックを外すとHEXファイル内のコンフィギュレーションビットの

設定値は無視されます。その場合には手動でコンフィギュレーショ

ンビットの設定をします。

EPIC-950をパソコンに接続します。1

書き込むデバイスを、ZIFソケットアダプタに装着します。2

デバイスの装着方向に注意してください。1ピン位置をご確認くだ

さい。

誤った方向にデバイスを装着して書き込み等を実行すると、PIC

や本体が故障します。
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書き込むデバイスの種類をプルダウンから設定します。3

書き込むHEXファイルを読み込みます。4

メニューバーの"File"から"Open"を選択します。ファイルを開く

ダイアログが開きますので、書き込むHEXファイルを選択します。

続いてコンフィギュレーションレジスタの設定を行います。5

C ボタンをクリックします。

下図のようなコンフィギュレーションビットの設定ウインドウが表

示されます。設定を行ってください。

設定項目をクリックするとプルダウンメニューが表示され、一覧か

ら設定する内容を選択できます。

多くのデバイスで共通している主要な設定内容を下記に紹介しま

すが詳細な設定については各デバイスのデータシートを必ずご参

照ください。

※読み込んだHEXファイル内にコンフィギュレーションビットの設

定が書き込んである場合には、その設定内容に自動的にセットさ

れます。

※コンフィギュレーションビットの設定が正しくないと、プログラム

やハードウエア環境が正しくてもプログラムは動作しません。コン

フィギュレーションビットの設定は必ず正確に行ってください。

■Oscillator 発振子の種類を指定します。

LP・・・低電力水晶 200KHz以下

XT・・・水晶発振子 4MHz以下

HS・・・高周波水晶、セラミック発振子 4MHz～20MHz

RC・・・RC発振（5KΩと20pFの組み合わせで約1MHz）

EC・・・外部発振子よりTTLレベルのクロック注入

H4・・・HS+PLL内部PLLにてクロックアップ

INTRC(IN)・・内部発振、外部に発振子を取り付ける必要なし

［注意］水晶発振子等をお使いで4MHzより高い周波数でお使いの

場合には必ずオシレータの種類をHSに設定してください。また、セ

ラミック発振子（レゾネータ）をお使いの場合には周波数に関係なく

HSを設定してください。

■Code Protection コード保護機能

Off・・・コード保護機能を無効にします。

特に理由がない限りはOffに設定してください。

On・・・・コードが保護されます。

■Watchdog Timer Enable

ウォッチドッグタイマのOn/Offを設定します。

■Low Voltage Programming

低電圧書き込み機能を使用するかどうかを設定します。

必ず "Disable" に設定してください。

■Master Clear Reset Enable

内部リセットを有効にします。内部リセットを有効にすると、MCLR

ピンをVcc等にプルアップせずとも利用できます。但しハードウエ

ア、リセット機能(MCLRピンLowでリセット)を利用できなくなりま

す。

設定が完了したら書き込みボタンをクリックします。7

※メニューバーの"Program"→"Program"でも書き込みできま

す。

プログラムの書き込みが終わると、"Programming Complet8

e"というメッセージボックスが表示されます。

エラーが表示された場合には、「エラーについて」を確認してくだ

さい。
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※PIC18Fxx31シリーズへの書き込みについて

PIC18Fxx31シリーズのPICでは、通常の電源電圧Vddの他に、

アナログ用電源のAvddピン(7ピン)が用意されている特殊なピンア

サインとなっています。そのため、EPIC-950で書き込む場合には、

このAvddピンにも+5Vを給電しないと書き込みができません。

PIC18Fxx31シリーズをEPIC-950本体のZIFソケットに装着し

て書き込みを実行する場合には、お手数ですが、7ピンのAvddピン

と、20ピンのVddピンをショートさせて書き込みを行って頂けますよ

うお願い致します。

ICSPによる書き込み方法

PIC10Fシリーズや16ビットのPIC24Fシリーズ、dsPICシリーズ

への書き込みは、EPIC-950本体のZIFソケットでは書き込みがで

きません。またDIP形状以外の面実装タイプでは本体のソケットでは

書き込みを行えないため、ICSP(インサーキットシリアルプログラミン

グ)によって行います。

その他、IC単体で書き込むのではなく実際のボード等にPICが装

着されている状態で書き込む場合にもICSPを使います。

ICSPとは、インサーキットシリアルプログラミングの略でプログラ

ムの書き込みに必要な信号線を直接PICマイコンに接続して、プロ

グラムの書き込みを行う方法をいいます。

書き込みに必要な線は、PGD及びPGCのデータ線2本と、マイコン

を書き込みモードに移行させるためのVpp線(MCLRピン)、それ

とマイコンを動作させるための電源Vdd、Vssがあります。

計5線が書き込み時には必要となります。

これらの線を直接PICマイコンに接続することで基板実装された状

態でプログラムを書き込むことをICSPとよんでいます。

■ICSPでdsPIC及びPIC24デバイスに書き込みを行う場合

EPIC-950ではICSP用の各信号線をフラットケーブルから取り

出せるようになっています。また基板上にパッドも用意されています。

通常信号線が接続されたフラットケーブルはEPIC-950本体のZI

Fソケット基板と接続されています（下図参照）が、必要に応じてケー

ブルを取り外しICSP用のコネクタとして利用できます。

フラットケーブルコネクタは10ピンで、ピンアサインは下記のように

なっています。

（コネクタ上側から見た場合のピン配置です）

1 +5V出力 10 Vpp(MCLR)

2 NC 9 Vdd

3 NC 8 PGD

4 NC 7 PGC

5 GND 6 GND

Avddピンのあるデバイスの場合には、AvddピンにもVddピンと

同じ電位の電圧を印加します。

PICマイコンのデータシート内にあるピンアサインの資料を見ると

必ずPGC及びPGDというピンがあります。これらはデバイスによっ

てはICSPCLK及びICSPDATと記載されている場合がありますが

同じ意味です。

PGC = ICSPCLK

PGD = ICSPDAT

①接続方法（Vddcore/Vcapピンのないデバイス）

Vddcode及びVcapピンがないデバイス（多くのデバイスがこれに

該当します。）は次の方法で接続します。

フラットケーブルコネクタのVppピン(10ピン)をマイコンのVppピ

ン(MCLRピンと共用)に接続します。

フラットケーブルのVddピンとVssピンは、マイコンのすべてのVd

dピンとVssピンに接続します。Vddピン及びVssピンが1つしかない

デバイスも多いですが、複数ピンがある場合にはすべてのピンに接続

してください。

フラットケーブルコネクタのPGCピンとPGDピンは、それぞれマイ

コンのPGCピンとPGDピンに接続します。（データシートをご覧頂く

とピンダイアグラムの項にPGDと記載があります）と接続します。

1

56

10
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②接続方法（Vddcore/Vcapピンのあるデバイス）

Vddcore/VcapピンのあるPIC18FxxJxxシリーズなどのデバイ

スは、周辺用電源とコア用電源の２つの電源が必要です。コア用電源

は内蔵のレギュレターを使用して供給できます。

内蔵レギュレターを使用する場合Vddcore/Vcapピンにコンデン

サを接続する必要があります。10μF程度の電解コンデンサをGND

との間に接続します。

その他のピン接続は①に記載の方法と同じです。

③ソケット基板から各線を取り出す

ICSPに必要な5つの線はソケット基板から取り出せます。基板シル

ク印刷には“mikroProg”と書かれています。

フラットケーブルコネクタを使わずこちらから各線を利用できます。

【ICSP利用時の注意】

ICSPを行う場合次の点に注意してください。間違って使用すると

本体やマイコンを破損する場合があります。

1. Vddピンには書き込み実行時に5V又は3.3Vが出力されます。こ

こには外部の電源は接続しないでください。外部からの電圧が印加さ

れてしまうと本体が破損してしまうことがあります。書き込み時のマイ

コンへの給電は必ずEPIC-950側から行うように設計してください。

2. Vppピン(MCLR)は必ず10kΩ程度の抵抗器がプルアップしてく

ださい。VppピンをVddに直結しないでください。

Vppピンには書き込み実行時に11V以上の電圧が印加されます。外

部回路と接続しないようにしてください。特にリセット回路が接続さ

れている場合、11V以上の電圧がEPIC-950が印加されるため接続

先の回路が破損しないよう設計してください。

※何か回路が接続されているとVpp電圧が低下して書き込みに失敗

する場合があります。

3. Vppピンにはコンデンサーを接続しないでください。ピンの電圧

遷移が遅延して正しく書き込みモードに入れない原因となります。

4. PGC及びPGDピンはプルアップやプルダウンはしないでくださ

い。またコンデンサーを接続しないでください。

ICSPの方法を間違えると本体やデバイスが破損する場合がありま

すので使用前に十分確認をお願い致します。

オプションのPIC28シリーズ用およびdsPIC30Fシリーズ用

のZIFソケットアダプタについて

一部のDIP形状のPIC28シリーズデバイス並びにdsPIC30Fシリ

ーズのデバイスに対して、ZIFソケットにてプログラミングができる拡

張用のアダプター（型式：ECAD-DS）を販売しております。

このECAD-DSアダプタは、EPIC-950のJ3端子に接続すること

で、下記の一覧にあるdsPIC30Fシリーズのデバイスのうち、DIP形

状のものに対して、拡張基板上のZIFソケットで書き込みができるも

のです。

■ECAD-DSアダプタが対応するデバイス一覧

PIC24F08KA102、 24F16KA102、 24FJ16GA002、

24FJ32GA002、 24FJ48GA002、 24FJ64GA002、

24HJ128GP202、 24HJ128GP502、 24HJ12GP201、

24HJ12GP202、 24HJ32GP202、 24HJ32GP302、

24HJ64GP202、 24HJ64GP502、

dsPIC30F1010、 dsPIC30F2010、 dsPIC30F2011、

dsPIC30F2012、 dsPIC30F2020、 dsPIC30F3010、

dsPIC30F3011、 dsPIC30F3012、 dsPIC30F3013、

dsPIC30F3014、 dsPIC30F4011、 dsPIC30F4012、

dsPIC30F4013、 dsPIC33FJ06GS102、 dsPIC33FJ06G

S202、

dsPIC33FJ128GP202、 dsPIC33FJ128GP802、 dsPIC

33FJ128MC202、 dsPIC33FJ128MC802、 dsPIC33FJ1

2GP201、 dsPIC33FJ12GP202、 dsPIC33FJ12MC202、

dsPIC33FJ16GS402、 dsPIC33FJ16GS502、 dsPIC33

FJ32GP202、 dsPIC33FJ32GP302、 dsPIC33FJ32MC

202、 dsPIC33FJ32MC302、 dsPIC33FJ64GP202、 ds

PIC33FJ64GP802、 dsPIC33FJ64MC202、 dsPIC33FJ

64MC802

上記のデバイスでDIP形状のもののみ対応いたします。面実装タイ

プのものには対応しておりません。ICSPでの書き込みとなります。

■ECAD-DSアダプタの設定

PIC28シリーズと、dsPIC30Fシリーズ、dsPIC33Fシリーズで

はECAD-DSアダプタの設定が異なります。下記の要領で書き込む

デバイスに合わせて設定をしてご使用ください。

・dsPIC30Fシリーズ用の設定

JP2のジャンパーピンをソケットでショートします。

C1のソケットには何も挿入しないでください。

JP1のジャンパーピンを、書き込むデバイスのピン数に応じて設定し

ます。（40ピンと、18ピン・28ピンとで位置が異なります。）

・PIC28xJシリーズ用及びdsPIC33Fシリーズ用の設定

JP2のジャンパーピンからソケットを外してをオープンにします。

C1のソケットに付属の10uFの電解コンデンサを装着します。ここで

装着した電解コンデンサは、デバイスのVcapピンと接続されます。電

解コンデンサには極性があります。基板上の+印の印刷がある方が電

解コンデンサの+極になるように装着します。

白い線のある方がマイナス極です。
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JP1のジャンパーピンを、書き込むデバイスのピン数に応じて設定

します。（40ピンと、18ピン・28ピンとで位置が異なります。）

■ECAD-DSアダプタの装着方法

EPIC-950本体のフラットケーブルを引き出して、ECAD-DS基

板のJ3端子と接続します。下記の手順で接続してください。

ECAD-DSアダプタのJP1ピンを、書き込むデバイスのピン数に1

応じて設定します。40ピンデバイスの場合には左側、18ピンと2

8ピンデバイスの場合には右側（ZIFソケットを下側にした時）にジ

ャンパーピンをセットします。

ECAD-DSをEPIC-950に装着します。2

EPIC-950の10ピンフラットケーブルを、本体の基板から外して

引き延ばします。

コネクタをEPCD-DSのJ3端子に装着します。

ECAD-DS

アダプタ

EPIC-950本体のフラットケーブル

ECAD-DSアダプタ上のZIFソケットにデバイスを装着します。3

デバイスの装着方向は、デバイスのピン数に関係なく、常に1ピン

がZIFソケットのレバー側になるように装着してください。

●40ピンデバイスの場合

●28ピン、18ピンデバイスの場合

書き込み方法や設定方法は、PICマイコンの場合と同等です。4

ECAD-DSアダプタを使い終わった後は、10ピンフラットケーブ

ルを外して、EPIC-950本体に戻してください。

書き込み領域の設定

EPIC-950では、書き込み領域の設定ができます。HEXファイル

は基本的にPICマイコンのフラッシュメモリーにプログラムを書き込

みますが、デフォルト設定の場合にはデータEEPROMや、コンフィギ

ュレーションビットの値も書き換えを行います。

書き込みの際、ユーザーが書き込む領域を設定したい場合には次

の手順で行います。例えばデフォルト設定ではデータEEPROMのデ

ータはHEXファイルを書き込む度に書き換わりますが、データEEPR

OMのデータを書き換えたくない場合には、データEEPROMへの書

き込みを無効にすることで内容が書き換わらなくなります。なお、書

き込む領域の設定を変更した場合には書き込み後に行われるベリフ

ァイ（照合検査）の項目も必ず変更しないと、ベリファイでエラーが表

示されます。

melabe Programmerを起動し、メニューバーの"Options"→1

"More Options"でメニューを表示します。

メニューの中にある"Program"をクリックすると書き込みを実行2

する領域が表示され、実行される領域にはチェックが入っていま

す。"Code"はプログラムメモリーへ書き込むプログラム本体、"C

alibration"は内蔵発振子の精度調整データ領域、"Data"はデ

ータEEPROM領域への書き込みとなります。

通常、キャリブレーションデータはPICマイコン出荷時にPICマイコ

ン毎に校正値が書き込まれていますので、アクセスしません。

"Data"はデータEEPROMですので、HEXファイル書き込み時に

データの書き換えをしたくない場合には、ここのチェックを外しま

す。

続いて同様にして、"Verify"メニューを表示させます。3

照合チェックを行う領域の項目が表示されます。手順2で指定した

プログラム実行領域と同じ設定になるようにチェックを付けてく

ださい。

PIC18Fでプログラム書き込み時にEEPROMの内容を

HEXファイルで上書きされなくする設定

PICに搭載のEEPROM（データメモリ）にはプログラム上からデー

タの読み書きが可能ですが、特に設定をしていない場合この領域は

新しく書き込むHEXファイルに上書きされて内容が更新されます。

PIC18Fシリーズをご使用の場合で、HEXファイル書き込み時にデ

ータEEPROMの値をそのまま保存させておきたい場合(上書きさ

せたくない場合)には、次の方法で設定をお願いいたします。

1.meProgを起動後メニューバーのOptions→More Options

をクリックします。

2.Low Voltage Eraseにチェックを入れます。

3.再度Options→More Optionsをクリックして、次の3つの項

目についてDATAのチェックを外します。

-> Program

-> Verify

-> Erase
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4.これで新しいHEXファイルを書き込んでもEEPROMの内容は

保存されます。

※PIC18Fシリーズは通常チップ自身がバルクイレースをします。

Low Voltage Eraseにチェックを入れることでバルクイレースで

はなく各Rowごとの消去になりOptions→More Optionsで設

定した読み書き、イレースの各設定内容が反映されます。

その他の機能

ライティングソフトは、プログラムを書き込む以外にもいくつかの便

利な機能があります。

■デバイスプログラムのコピー

既にPICマイコンに書き込まれているプログラムを、別のPICマイ

コンにコピーできます。

ただしコピーについては、コピー元のデバイスプログラムにコードプ

ロテクション（コード保護機能）がかかっていない場合に限ります。

コードプロテクトが施されたコピーデバイスからデータを読み取ろ

うとしても有効なデータが読み取れないため、コピー先デバイスに

は正しいデータは書き込まれません。

また、当然コピー元とコピー先のデバイスは同一のデバイスでなけ

ればなりません。異なる型番のPICマイコンにはコピーできません。

EPIC-950のソケットに、コピー元のデバイスを装着します。1

デバイスの種類をプルダウンから設定します。2

次にOptionsメニューを開いて、次の図の通りの設定になってい3

ることを確認してください。必要に応じて、チェックを入れたり、外

したりして画像と同じにしてください。

によって、HEXファイルを書き込む際に、本ライティングソフトのコ

ンフィギュレーションビットの設定値が、読み込まれているHEXファ

イルに記述されているコンフィギュレーションビットの設定値に置き

換わります。デバイスのコピーでは、コピー元デバイスに書き込まれ

ているフラッシュメモリーのデータの他にコンフィギュレーションビ

ットの設定値もコピーしますので、ここにチェックが必要です。

コピーする領域については、"Optopns"→"More Options"の4

中にある"Program"と"Read"のチェックが重要になります。

"Read"では、コピー元デバイスから読み込む項目にチェックを入

れます。ここで入れたチェックの項目が読み込まれます。

チェックがすべて入っている場合には、すべての項目を読み込みま

す。

続いて、コピー先デバイスへ書き込む項目にチェックを入れます。

"Program"を展開すると、書き込みを実行する領域（項目）が表示

されます。チェックの入った項目のみ書き込みが行われます。

例えば、キャリブレーションデータをコピー先デバイスに残したい場

合には、"Calibration"のチェックは外してください。

キャリブレーションデータは、個々のデバイスで内蔵発振子の誤差

を修正した値が書き込まれていますので、書き換えると内蔵発振子

の発振周波数に狂いが生じますので設定には注意してください。

その他、必要に応じてよく項目をチェックして間違いがないか確認

してください。

メニューバーの"Program"から"Read"をクリックしてプログラム5

を読みとります。

読み取ったHEXデータが、ライティングソフトのにバッファされま

す。読みとったコードは、"View"→"Memory"で閲覧できます。

一度読み取ったデータを、HEXファイルとしてパソコンに保存しま6

す。"File"→"Save As"をクリックして、適当なディレクトリにHE

Xファイルを保存してください。

そのファイルがコピー元から読み取ったHEXファイルです。

続いて、コピー元のデバイスを外してコピー先のデバイスを装着し7

ます。

基本的には、そのまま書き込みができますので、メニューバーの"Pr8

ogram"から"Program"で書き込みを行います。

一度ライティングソフトを閉じた場合には手順6で保存したHEXフ

ァイルを、"File"→"Open"で読み込んでから書き込みを実行して

ください。

コピー後は必ず、正しく書き込みができているかを実機で確認して

ください。

ソフトウエアのその他のメニュー項目について

■Programメニュー

・・・Program

HEXファイルをPICに書き込みます。

・・・Verify

HEXファイルをPICに書き込みます。

現在ソフトウエア上で読み込まれているHEXファイルの内容とPI

Cに書き込まれているプログラムの内容を照合します。

・・・Read

PICから書き込まれたデータを読み込みます。

読込んだ後"File"→"Save as"でHEXファイルとして保存でき

ます。

・・・Blank check

PICのメモリがブランク（何も書き込まれていないか）かを確認し

ます。

・・・Erase

PICのメモリの内容を消去します。
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・・・Get target Information

現在EPIC-950のアダプタに装着されているPICがソフトウエア

上で選択したデバイスと一致しているかを確認します。

■Optionsメニュー

この項目にチェックを入れると、HEXファイルが読み込まれるたび

にコンフィギュレーションレジスタの設定項目をリセットします。

コンフィギュレーションレジスタの設定内容をHEXファイルが読み

込まれるたびに変更したくない場合には、チェックを外します。

・・・Reread File before Programming

この項目にチェックを入れると、現在読み込まれているHEXファイ

ルがある場合、書き込み前に、読み込まれているファイルと同等の

名前のHEXファイルを再度読み込み、HEXファイルを最新のもの

に更新します。

・・・Erase before Programming

この項目にチェックを入れると、プログラム書き込み前にデバイス

のメモリを消去します。通常は、チェックを入れておきます。

・・・Blank Check before Programming

この項目にチェックを入れると、プログラム書き込み前にプログラ

ムメモリがブランクかを確認します。

・・・Verify after Programming

この項目にチェックを入れると、プログラムを書き込んだ後書き込

みが正常に行われたか、書き込んだプログラムとソフトウエアに読

み込まれているHEXファイルの内容とを照合します。

■Optionsメニュー内のMore Optionsメニュー

・・・Verify Target Device ID

この項目にチェックを入れると、書き込み前にEPIC-950に装着

されているデバイスがソフトウエア上で選択されているデバイスと

一致しているかを確認します。通常は有効にしますが、書き込みに

失敗する場合にはチェックを外すと書き込みができることがあり

ます。

・・・Program Fast

この項目にチェックを入れると、プログラムの書き込み方法が変わ

り書き込み速度が速くなりますが、信頼性は低くなります。

通常はチェックを外しておきます。

・・・Low Voltage Erase for 18Fxxxx

PIC18Fシリーズのデバイスにおいてバルクイレースを有効/無効

にする設定です。

PIC18Fシリーズの場合、バルクイレースをすると消去時間が速く

なる一方で、データEEPROMを含むすべての領域が一斉にイレ

ースされます。このチェックを有効にすると、イレース処理がバルク

処理ではなくRow毎の処理になり、消去時間は遅くなりますがイ

レース範囲を指定できるようになります。HEXファイル書き込み

時にデータEEPROMの内容をHEXファイルの内容で上書きさせ

たくない場合には、このチェックを有効にします。

・・・Reopen Last Used File At Startup

この項目にチェックを入れると、ソフトウエアを起動した時に、自動

的に前回ソフトウエアを終了した時に読み込まれていたHEXファ

イルを読み込みます。

・・・Disable Completion Messages

この項目にチェックを入れると、プログラムの書き込み完了時に

"Programming Complete"というメッセージを表示しなくな

ります。

書き込み完了のメッセージを表示させたくない場合には、チェック

をいれます。

・・・Allow Multiple Program Instances

通常、EPIC-950用のソフトウエア"meProg"は、1つしか起動で

きません。この項目にチェックを入れると、プログラムを複数起動

することができるようになります。次々と色々にHEXファイルを

書き込む場合には有効です。通常は無効に設定します。

主な仕様

電源電圧： DC5V（USBバスパワー給電のみ）

消費電流： 待機時22mA / 動作時50mA(max)

USBクラス HIDクラスとして認識

インターフェイス： USB1.1 又は USB2.0

対応OS: Windows10/11

※32・64ビット版両方に対応しています。

対応デバイス 対応デバイス一覧の項目参照

RoHS対応 未対応（日本国内でご使用ください）

生産国： 米国、日本

マイクロテクニカ

〒158-0094 東京都世田谷区玉川1-3-10

TEL: 03-3700-3535 FAX: 03-3700-3548

(C)2020 Microtechnica All rights reserved
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